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【はじめに】周期分極反転構造を用いた疑似位相整合(QPM)デバイスは第 2、第 3 の高調波発生に適し

ており、強誘電体の LiNbO3 や LiTaO3 等が現在実用化されている。しかしながら、これらの結晶の短

波長側の吸収端は比較的長く、紫外光発生には適していない。そこで我々は、強誘電体の

LaBGeO5(LBGO)結晶に着目してきた 1-2)。LBGO は空間群 C3
2に属し、吸収端は 195nmで紫外域まで透

明であり 3)、LBGO の単結晶育成に関していくつかの報告がされている 3-5)が、QPM デバイス作製に適

した、クラックや巨視的欠陥の無い直径φ15mm以上の単結晶育成の報告は見られない。そこで我々は、

チョクラルスキー(Cz)法により、上記目的に適した LBGO 単結晶の育成に成功したので報告する。 
 

【育成と結果】原料には純度 5Nの La2O3、H3BO3、GeO2を用いた。これらを化学量論比で混合し、約

1100℃の大気中で焼結して、LBGO 単相の原料を得た。結晶育成は高周波加熱炉を用い、Cz 法にて行

った。結晶引上げ速度は 0.4～1.0mm/hr、結晶回転数は 5～

20rpm、引上げ軸は c軸である。図 1 に育成した典型的な結晶

を示す。結晶直径 18mm、直胴部長さ 45mmで、LBGO の結晶

系である三方晶特有の晶癖を示していた。結晶から切り出し

た c 板の透過率を測定した結果、吸収端は 195nm で紫外域ま

で透明であることを確認した（図 2）。育成した結晶から単分

域処理を施したウェーハに、周期分極反転構造を形成し、

350nmの第 2 次高調波発生を確認した。 
 

【まとめ】吸収端波長が 195nmの強誘電体 LBGO 単結晶の Cz

育成を行い、直径 18mmの光学的に良好な単結晶を育成した。

この結晶から作製したウェーハ上に均質な周期分極反転構造

を形成し、350nm 光の発生を確認した。今後、LBGO が紫外

用波長変換材料として期待される。 
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図 1. 育成した LBGO 結晶 

図 2. 透過率測定結果 
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